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写真

◆12月定例会の動き
◆議決の概要
mar 2・3 面
◆一般質問
◆意見書・決議
◆計画的な休憩導入
◆県議会クイズ

４ 面
◆委員会リポート
◆決算特別委員会の審査結果
◆予算特別委員会を設置
◆ 「埼玉県動物の愛護及び管理

に関する条例」を改正
◆ 「埼玉県5か年計画」を可決
◆フォトコンテスト入賞作品決定！

プレゼント付き！

主 な 内 容
1 面

会派名（略称） 所属議員数
自 民 48人
県 民 13人

民主フォーラム 9人
公 明 9人
共産党 6人
改 革 1人
無所属 1人

計 87人
（欠員6人）

令和4年1月20日現在
会派別所属議員数

埼
玉
県
議
会
議
長

梅
澤
佳
一

埼
玉
県
議
会
副
議
長

岡
地
　
優

12月2日（木）から12月22日（水）までの21日間にわたり開かれ
ました。

知事提出議案について、知事から提案説明が行われました。
12月2日 開会日

12 月 定 例 会 の 動 き

15人の議員が質疑・質問を行い、活発な論議が行われました。
� （2・3面）
12月14日に、知事追加提出議案について知事から提案説明が行
われました。また、議員提出議案について、提案者から提案説明
が行われました。

12月8日～10日
13日・14日 一般質問

議決の概要
●知事提出議案

● 令和3年度埼玉県一般会計補正予算（第12号）
　歳入歳出予算補正額　36億1,663万円
　・�ポストコロナの新しい生活様式を見据えた社会経済活

動の活性化に向けた支援や介護施設等における新型コ
ロナウイルス感染症対策の継続に要する経費　など

● 令和3年度埼玉県一般会計補正予算（第13号）
　歳入歳出予算補正額　383億1,641万8千円
　・�「ワクチン・検査パッケージ」等に必要な無料PCR検

査・抗原定性検査の実施や生活困窮者への支援に要す
る経費　など

● 知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例の一部
を改正する条例

など19件を可決、そのほか1件を承認、1件を修正可決、2件を
認定、12件に同意
●議員提出議案

● 埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例（4面）

など9件を可決

補正予算・条例などの議案および請願の審査などが行われまし
た。� （4面）

12月16日 常任委員会

議案および付託案件の審査が行われました。� （4面）
12月17日・20日 特別委員会

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われました。
12月22日 閉会日

暦
の
上
で
は
ま
も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒

い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
開
催
で
す
。
１
年
の
延
期
、
無
観
客
で
の
実
施
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
が
、
選
手

が
持
て
る
力
を
振
り
絞
り
試
合
で
戦
う
姿
は
、
私
た
ち
に
勇
気

と
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
本
県
ゆ
か
り
の

26
選
手
が
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
こ
と
は
、
埼
玉
県
民
に
と
っ

て
大
変
誇
ら
し
く
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
は
、
明
治
４
年
に
本
県
が
誕
生
し
て
１
５
０
周
年

の
節
目
の
年
に
当
た
り
、
本
県
の
魅
力
を
県
内
外
へ
発
信
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
渋
沢
栄
一
翁
の
活
躍
を
描
い
た
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
の
放
送
と
が
相
ま
っ
て
、
例
年
以
上

に
本
県
が
注
目
さ
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
１
５
０
年
の
歴
史
の

中
で
先
人
た
ち
が
、
自
然
災
害
、
伝
染
病
や
戦
禍
へ
の
対
応

な
ど
、
本
県
の
発
展
の
た
め
に
多
く
の
困
難
に
立
ち
向
か

い
、
乗
り
越
え
ら
れ
て
現
在
の
本
県
を
築
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
で
す
。

今
、
私
た
ち
の
前
に
も
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
ほ

か
、
気
候
変
動
や
感
染
症
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
へ
の
対
応
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
感
染
防

止
対
策
、
医
療
体
制
の
確
保
と
と
も
に
、
傷
つ
い
た
経
済
の

回
復
に
も
取
り
組
み
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
責
務
は
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
本
県

を
、
さ
ら
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
郷
土
と
し
て
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
車

の
両
輪
で
あ
る
県
議
会
と
県
執
行
部
が
切
磋
琢
磨
し
必
死
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
議
論
を
重
ね
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
人
生
は
努
力
に
あ
り
」
と
は
渋
沢
栄
一
翁
の
言
葉
で

す
。
私
た
ち
県
議
会
も
、
引
き
続
き
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊

か
な
郷
土
埼
玉
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ど
う
ぞ
本
年
も
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電

子
メ
デ
ィ
ア
は
今
や
生
活
に

欠
か
せ
な
い
存
在
だ
が
、
乳
幼
児

期
に
長
時
間
メ
デ
ィ
ア
に
接
触
す

る
悪
影
響
に
つ
い
て
保
護
者
も
不

安
を
持
っ
て
い
る
。
保
護
者
に
意

識
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
た
確
実
な
啓
発
を
母
子
手
帳

配
布
や
乳
幼
児
健
診
の
機
会
に
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

意
識
調
査
は
、
保
護
者
が
メ

デ
ィ
ア
に
何
を
求
め
、
ど
の

程
度
乳
幼
児
に
利
用
さ
せ
、
ど
ん

な
不
安
を
感
じ
て
い
る
か
と
い
っ

た
現
状
把
握
に
つ
な
が
る
。
調
査

に
は
乳
幼
児
健
診
等
で
日
頃
関
わ

り
の
あ
る
市
町
村
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た

啓
発
に
取
り
組
む
た
め
、
市
町
村

と
の
調
整
を
進
め
て
い
く
。

子育て

Ａ Ｑ 乳
幼
児
期
の
メ
デ
ィ
ア
接
触

に
つ
い
て

調
査
結
果
に
基
づ
い
た
啓
発

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に

な
る
２
０
２
５
年
問
題
が
本

県
の
課
題
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

今
後
日
本
の
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー

ク
と
な
る
２
０
４
０
年
問
題
が
襲

っ
て
く
る
。
こ
の
問
題
を
ど
う
認

識
し
、
ど
ん
な
政
策
展
開
が
必
要

で
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
ど
う
結

び
付
け
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

２
０
４
０
年
に
本
県
は
さ
ら

な
る
高
い
峰
を
迎
え
る
。
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
経
済
、

医
療
・
介
護
な
ど
多
く
の
分
野
に

影
響
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
期
５
か

年
計
画
案
に
取
り
組
む
べ
き
施
策

を
盛
り
込
み
政
策
展
開
を
図
る
。

ま
た
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
ツ

ー
ル
で
あ
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
２
０

４
０
年
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
右
肩
下

が
り
で
、
同
じ
よ
う
な
取
り

組
み
で
は
高
い
目
標
値
を
達
成
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
第
１
子
第
２

子
は
50
万
円
、
第
３
子
以
降
は
百

万
円
の
出
産
祝
い
金
を
県
と
市
町

村
で
２
分
の
１
ず
つ
給
付
す
る
施

策
を
提
案
す
る
。
子
ど
も
を
産

み
、
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
埼
玉

を
つ
く
ら
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
高
く
分
か

り
や
す
い
提
案
だ
が
、
全
国

的
な
課
題
で
多
額
の
財
政
支
出
を

伴
う
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
国
で
安

定
的
財
源
を
確
保
し
行
う
の
が
適

当
と
考
え
る
。
国
に
財
源
投
入
を

求
め
る
一
方
で
、
結
婚
、妊
娠
、出

産
、子
育
て
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
ご
と
の
少
子
化
対
策
の
効
果

を
見
極
め
推
進
し
て
い
く
。

小
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校

教
員
の
未
配
置
・
未
補
充
が

深
刻
だ
。
教
育
現
場
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
お
り
、
現
場
任
せ
で

放
置
し
て
い
て
は
解
決
し
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
こ
の
要
因
は

本
県
の
臨
時
的
任
用
教
員
政
策
に

あ
る
と
考
え
る
。
定
数
の
１
割
を

占
め
る
臨
時
的
任
用
教
員
を
早
急

に
正
規
に
転
換
す
べ
き
。

代
替
教
員
確
保
に
向
け
、
定

年
退
職
し
た
教
員
へ
の
対
象

拡
大
、
求
人
サ
イ
ト
の
活
用
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
対
策

検
討
チ
ー
ム
で
、
本
採
用
教
員
採

用
数
拡
大
、
助
教
諭
・
講
師
発
令

の
弾
力
化
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
臨
時
的
任
用
教
員
に
つ
い
て

は
、
本
採
用
教
員
採
用
数
拡
大
に

よ
り
削
減
に
取
り
組
む
。

12月定例会の一般質問は、12
月8日から行われました。15人
の議員が質疑・質問を行い、活
発な論議が行われました。

12月8日（水曜日）

平松大佑
（県民）

須賀敬史
（自民）

木村勇夫
（民主フォーラム）

12月9日（木曜日）

安藤友貴
（公明）

阿左美健司
（自民）

秋山文和
（共産党）

12月10日（金曜日）

柿沼貴志
（県民）

山口京子
（自民）

辻浩司
（民主フォーラム）

県
で
は
、
家
庭
で
余
っ
て
い

る
食
料
を
寄
付
す
る
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
、
今
年
初
め
て
県
内

一
斉
２
３
７
カ
所
で
、
２
カ
月
に

わ
た
り
実
施
し
た
が
、
そ
の
効
果

と
課
題
を
伺
う
。
ま
た
、
受
け
付

け
た
食
品
の
譲
渡
先
が
無
く
て
困

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

寄
付
者
の
気
持
ち
を
無
駄
に
し
な

い
た
め
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

「
県
下
一
斉
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、

91
団
体
が
参
加
し
、
良
か
っ
た
と

い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
県
内
経
済
団
体
が
自
主
的
に

実
施
す
る
な
ど
の
波
及
効
果
も
あ

っ
た
。
一
方
、
食
品
保
管
場
所
の

不
足
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。
譲

渡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
事

前
に
県
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
。

環境

教育

新型コロナ対策

県の将来像

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

一般質問

１
５
０
年
を
迎
え
た
埼
玉
県

の
今
後
に
つ
い
て

２
０
４
０
年
問
題

県
民
を
守
る
視
点
か
ら

人
口
を
守
る

食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

先
生
が
い
な
い
！

教
員
未
配
置・未
補
充
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者
の
た
め
に
作
ら
れ

た
手
帳
。
通
常
の
母
子
手
帳
で
は

書
け
な
い
子
ど
も
の
成
長
記
録
が

書
き
込
め
る
。
保
護
者
の
心
理
的

不
安
に
寄
り
添
い
、
支
え
る
環
境

づ
く
り
の
一
助
と
な
る
。
県
が
医

師
や
保
健
師
、
保
護
者
な
ど
と
連

携
し
作
成
を
進
め
る
べ
き
。 

低
出
生
体
重
児
は
、
身
長
、

体
重
な
ど
の
成
長
や
運
動
機

能
の
発
達
が
遅
れ
る
こ
と
が
多
く
、

こ
う
し
た
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
支

援
は
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
に
と

っ
て
心
の
支
え
に
な
る
。
同
じ
経

験
を
持
つ
保
護
者
や
産
科
医
療
機

関
、市
町
村
と
意
見
交
換
を
行
い
、

埼
玉
県
版
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
作
成
の
検
討
を
進
め
る
。

Ａ Ｑ リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
世
界
中
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
し
て
い
る
が
、
ワ
ク

チ
ン
に
は
効
果
と
リ
ス
ク
が
あ
る
。

子
ど
も
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
極
め
て
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
べ

き
で
、
間
違
っ
て
も
同
調
圧
力
が

働
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県
は
情

報
提
供
と
啓
発
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
正
し
く
認

識
し
判
断
す
べ
き
で
、
同
調
圧
力

が
働
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ

の
観
点
で
学
校
で
の
集
団
接
種
は

推
奨
さ
れ
な
い
。
県
接
種
会
場
で

は
本
人
・
保
護
者
に
十
分
な
説
明

を
行
い
、
学
校
で
も
正
し
い
理
解

の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
た
。
引
き
続
き
周
知
に
努
め
る
。

Ａ Ｑ 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

子
ど
も
へ
の
接
種

知
的
障
害
の
あ
る
子
を
持
つ

親
か
ら
「
親
亡
き
後
に
誰
が

支
え
て
く
れ
る
の
か
」
と
い
う
声

を
多
く
聴
く
。
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
を
法
的
に
保
護
す
る
成
年

後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
す
べ
き

だ
が
、
そ
の
情
報
は
十
分
に
届
い

て
い
な
い
。
利
用
が
進
む
よ
う
、

ど
の
よ
う
に
知
的
障
害
者
や
そ
の

親
を
支
援
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

子
ど
も
の
意
見
表
明
支
援
員

「
子
ど
も
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
」

が
法
制
化
す
る
方
向
と
聞
い
て
い

る
。
児
童
養
護
施
設
で
の
虐
待
を

無
く
す
た
め
、
制
度
の
実
施
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。
先
行
す
る
大
分

県
で
は
大
分
大
学
に
委
託
し
て
い

る
。
同
様
に
児
童
福
祉
の
人
材
を

養
成
す
る
埼
玉
県
立
大
学
な
ど
と

協
議
を
し
て
は
ど
う
か
。

利
用
を
進
め
る
に
は
広
範
な

制
度
周
知
が
重
要
。
そ
こ
で

令
和
３
年
度
か
ら
、
本
県
提
案
に

よ
り
九
都
県
市
首
脳
会
議
で
９
月

を
同
制
度
の
利
用
促
進
月
間
と
定

め
、
集
中
的
な
啓
発
を
行
っ
た
。

各
相
談
機
関
に
は
、
手
続
き
、
費

用
、
利
用
者
の
声
な
ど
き
め
細
か

な
情
報
提
供
を
、
障
害
者
団
体
に

は
情
報
紙
掲
載
を
働
き
掛
け
る
。

国
で
は
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
を

含
む
子
ど
も
が
意
見
表
明
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
、
法

制
化
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い

る
。
そ
の
動
向
を
注
視
し
、
先
行

事
例
を
参
考
に
制
度
の
実
施
を
検

討
す
る
。
今
後
、
国
が
示
す
ア
ド

ボ
ケ
イ
ト
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
を
確
認
し
、
埼
玉
県
立
大
学

な
ど
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

福祉

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

成
年
後
見
制
度（
※
1
）の
利
用
促
進

知
的
障
害
者
の「
親
亡
き
後
」の
支
援

子
ど
も
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
制
度

の
実
施
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
影
響
に
よ
り
主
食

用
米
の
民
間
在
庫
が
積
み
上
が
り
、

令
和
３
年
の
米
価
概
算
金
は
令
和

２
年
度
と
比
較
し
て
30
％
以
上
下

落
し
て
い
る
。
耕
地
面
積
に
対
す

る
県
独
自
の
支
援
策
を
実
施
す
る

な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
を
念
頭
に
置
い

た
支
援
を
早
急
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
で

収
入
が
減
少
し
、
独
自
対
策
と
し

て
販
売
促
進
を
行
っ
て
き
た
。
今

回
も
在
庫
削
減
や
販
路
確
保
に
つ

な
が
る
販
売
促
進
に
取
り
組
み
た

い
。
県
産
米
緊
急
応
援
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
農
産
物
直
売
所
で
の
増
量

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
消
費
回
復
を
図

り
米
価
安
定
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Ａ Ｑ
農業

米
価
の
安
定
と
米
価
下
落
に

伴
う
支
援
策
に
つ
い
て
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テ
ロ
や
無
差
別
襲
撃
事
件
は
、

県
民
の
安
全
や
社
会
に
与
え

る
影
響
が
大
き
く
、
想
定
外
を
無

く
す
よ
う
対
策
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
警
察
の
テ
ロ
等
を
抑

止
す
る
た
め
の
情
報
収
集
力
、
発

生
時
に
対
応
す
る
た
め
の
機
動
力

が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
日
頃

か
ら
ど
の
よ
う
に
備
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

県
警
で
は
不
特
定
多
数
が
集

ま
る
施
設
等
の
警
戒
、
化
学

物
質
販
売
事
業
者
訪
問
等
の
ほ

か
、
テ
ロ
情
勢
に
係
る
情
報
収
集

を
鋭
意
行
う
。
ま
た
テ
ロ
対
策

「
彩
の
国
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設

立
し
官
民
一
体
の
協
議
会
や
合
同

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

テ
ロ
対
処
の
専
門
部
隊
を
配
置
し
、

対
処
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

Ａ Ｑ 警
察
本
部
に
お
け
る
テ
ロ
や

無
差
別
襲
撃
事
件
へ
の
対
応

に
つ
い
て

安心・安全

12月13日（月曜日）

前原かづえ
（共産党）

千葉達也
（自民）

美田宗亮
（自民）

12月14日（火曜日）

永瀬秀樹
（自民）

木下博信
（自民）

神尾髙善
（自民）

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は

今
の
日
本
に
必
要
な
精
神
で

あ
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
増
や
す
こ
と
は
県
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
、

大
学
と
連
携
し
、
起
業
志
向
の
あ

る
大
学
生
と
県
内
研
究
機
関
や
企

業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
学
生
ベ

ン
チ
ャ
ー
を
創
発
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

大
学
生
起
業
家
育
成
・
支
援

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

県
内
大
学
と
連
携
を
深
め
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を

検
討
し
た
い
。
現
在
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援

す
る（
仮
称
）渋
沢
栄
一
起
業
家
サ

ロ
ン
の
設
置
を
目
指
し
て
お
り
、

そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ッ
チ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
。

県
内
に
は
豊
富
な
歴
史
資
産

や
自
然
資
産
が
あ
る
が
、
文

化
財
部
局
と
の
連
携
が
弱
く
観
光

に
活
用
で
き
て
い
な
い
。
多
く
の

部
局
と
連
携
し
、
観
光
振
興
や
文

化
財
の
活
用
な
ど
を
一
体
と
し
て

考
え
る
体
制
の
構
築
や
広
域
で
の

地
域
振
興
を
推
進
す
べ
き
。
市
町

村
と
の
連
携
も
含
め
、
部
局
を
超

え
た
観
光
行
政
を
進
め
る
べ
き
。

多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
も

ら
う
た
め
、
よ
り
広
く
ア
イ

デ
ア
を
集
め
、
行
政
や
地
域
社
会

が
連
携
し
て
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

会
議
の
設
置
や
観
光
テ
ー
マ
を
検

討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
な
ど
、

地
域
を
効
果
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
仕
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

※１　成年後見制度
　　�　認知症、知的障害、精神障
害などの理由で判断能力が十
分ではない成人の方を法的に
保護し、支援する制度のこ
と。財産管理や身上保護など
の法律行為や契約の締結等の
行為が行えない人を後見人等
が代理で行い、本人の保護を
図るもの。

※２　ランディングページ
　　�　検索エンジンの検索結果な
どを経由してユーザーが最初
にアクセスするページのこと。

※３　ウォーカブル
　　�　ウォーカブルな都市とは、
人が歩きやすい街を意味す
る。人口減少、少子高齢化に
より地域の活力の低下が懸念
され、都市の魅力向上のため
に「居心地が良く歩きたくな
る」を指標とし都市再生を目
指す動きが活発化している。

※４　スタートアップ
　　�　創業10年以内の非上場企業。

※５　ベンチャー
　　�　創造的・革新的な経営によ
り、新しい形態のサービスや
ビジネスを展開する中小企業
のこと。

用 語 解 説

意見書・決議
　意見書6件を全会一致で可決し、国に提出しました。
　また、決議2件を全会一致で可決しました。
●動物の適正な飼養確保に関する意見書
●�再生資源物の屋外保管施設の立地規制等に係る法整備を求める意見
書
●�幼稚園教諭・保育士の定期的な救命講習受講の義務化を求める意見
書
●�不動産登記法第14条第１項に基づく登記所備付地図の早期集中的な
整備を求める意見書
●特定健康診査への歯科健康診査の導入を求める意見書
●学校施設への空調設備の整備促進を求める意見書
●哀悼決議
　埼玉県議会木下高志議員の逝去を悼み、謹んで御冥福を祈る。
●�北朝鮮による拉致問題に対する理解を深めるための取組の更なる推
進等を求める決議

ぜひ、ご覧ください!!

本会議の様子

一般質問の質疑質問
・答弁の全文は右の
QRコードからご覧
になれます。

ホームページで
ご覧になれます

県議会マスコット「ポッポ」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
広
報
は
惜
し
い
と
感
じ

た
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
（
※
2
）
は
、
強

調
だ
ら
け
で
か
え
っ
て
何
も
目
立

た
な
い
。
緊
急
時
、
災
害
時
は
さ

ら
に
分
か
り
や
す
く
明
確
で
あ
る

こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
仕
組

み
と
や
り
方
を
ど
う
変
え
て
い
く

の
か
伺
う
。

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
は
バ

ナ
ー
を
集
約
し
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
訴
え
る
構
成
。
色
が
人
に
与

え
る
印
象
を
意
識
し
て
配
色
し
た

結
果
、
色
が
多
く
使
わ
れ
、
落
ち

着
か
な
い
印
象
を
与
え
た
。
ペ
ー

ジ
の
構
成
は
継
続
す
る
が
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
配
慮
し
て
、

災
害
時
で
も
伝
わ
り
や
す
い
広
報

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

Ａ Ｑ 災
害
時
の
広
報
の
あ
り
方
に

つ
い
て

心
地
よ
く
歩
き
た
く
な
る
歩

行
者
中
心
の
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
世
界
の
潮

流
に
な
っ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
県
内
全

域
で
重
点
的
に
推
進
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
国
で
は
こ
の
政
策
を

共
に
進
め
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進

都
市
を
募
集
し
て
い
る
。
本
県
も

登
録
を
し
て
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
県
で
は
川
越
の
街

並
み
や
さ
い
た
ま
新
都
心
の

け
や
き
広
場
な
ど
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

今
後
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
を
市
町
村
と
共
有
し
、

日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉
の
実

現
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
推
進
都
市
に
登
録
し
、
得

ら
れ
る
知
見
を
活
用
し
て
い
く
。

活力アップ

Ａ Ｑ ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル（
※
3
）な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ａ Ｑ ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
※
4
）・ベ
ン
チ

ャ
ー（
※
5
）育
成
、支
援
に
つ
い
て

大
学
生
起
業
家
の
育
成
支
援
を

Ａ Ｑ 埼
玉
県
の
観
光
振
興
施
策
の
推
進
を
！

文
化
財
部
局
、ま
ち
づ
く
り
部
局
、

観
光
部
局
の
連
携
強
化
を

　はがきに右記のようにご記入の上、2月
10日（木）（当日消印有効）までにお送りくだ
さい。正解者の中から抽選でプレゼントを
差し上げます。
　当選者の発表は、プレゼントの発送をも
って代えさせていただきます。対象は、埼
玉県内に在住・在勤・在学している方のみ
となります。

【個人情報の取り扱い】いただいた応募
はがきは、抽選とプレゼントの発送以外
の目的には使用いたしません。

１.クイズの答え
２.郵便番号
３.住所
４. 県外にお住まいで

通勤・通学先が県
内の方は、その市
町村名

５.氏名・年齢
６. 埼玉県議会だより

に対するご意見

県議会ホームページからも
ご応募いただけます。

〇に当てはまる数字は何でしょう。

令和3年12月定例会では、○件の議
員提出議案が可決されました。

1面をよーく
読んでね！

ヒント

330-930163
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

Ｑ県議会クイズ

図書カード
１，０００円分

…20名様

プレゼント

　1２月定例会から、県議会では本会議や委員会での審
議において「計画的な休憩」を導入いたしました。お
おむね６0分を目途に、休憩時間または再開予定時刻を
伝えた上で、10分以上の休憩を取ることとします。
　これは傍聴の皆さまや、議員、記者、職員などの健
康や個々の身体的特性へ配慮し、全ての方々が安心し
て会議に参加できる県議会とするために取り組むもの
です。

「計画的な休憩」を導入しました
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再生紙を使用しています。

埼玉県は、令和3年3月に動物愛護管理推進計画を改定し、
この計画の中で初めて「犬・猫の殺処分ゼロ」を目標に掲げ
ました。

また、動物の愛護及び管理に関する法律が改正され、令
和3年6月1日から動物取扱業者に関する遵守基準が具体化さ
れ、動物の適正飼養のための強化が行われています。

このような状況を踏まえ、犬・猫の殺処分ゼロの達成、動
物取扱業者のさらなる適正化、そして動物の愛護及び管理に
関する取り組み全体の強化を目的とした本条例の改正案が議
員提出され、全会一致で可決されました。

「埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例」
を議員提案により改正

令和3年
12月24日
施行

改正の概要
●県の責務に市町村や動物関係団体などと連携する規定を追加
●飼い主になろうとする者の責務を新設
●動物取扱業者の責務を新設
●飼い主の遵守事項に緊急時対策に関する規定を追加
●県が譲渡できるとしている犬猫に所有者不明で収容した犬猫などを追加
●動物愛護推進員の活動を新設
●財政上の措置を新設 

12月16日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案および請願の審査などを行いました。審査の結果、議案
20件を原案の通り可決、1件を承認すべきものと決定しました。また、請願3件を不採択とすべきものと決定しました。

12月17日、20日には特別委員会を開き、議案および付託案件の審査を行いました。審査の結果、5か年計画特別委
員会で議案1件を修正可決すべきものと、決算特別委員会で議案2件を認定すべきものと決定しました。

11月25日と定例会中の4日間、会議を開き、本会議を円滑かつ効率的
に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法や順序など
について会派間の協議を行いました。

委員会
リポート report

議会運営委員会
宇田川幸夫
副委員長

立石泰広
委員長

江原久美子
副委員長

特 別 委 員 会常 任 委 員 会

入賞作品決定!
一般写真部門 モバイル写真部門

フォトコンテスト

決算特別委員会の審査結果 予算特別委員会を設置
9月定例会に提出された「令和2年度埼玉県の一般会計及び特別会計決算の

認定について」など2議案を閉会中を含めて審査し、認定すべきものと決定し
ました。また、48項目を改善または検討を要する事項としました。

令和4年度一般会計当初予算、特別会計当初予算および公営企業会計当初予
算の審査ならびにこれらに関連する事項の調査を行います。

たくさんのご応募ありがとうございました。
一般写真部門758作品、モバイル写真部門313作品の中
から入賞作品が決定しました。（敬称略、50音順）

副議長賞 副議長賞
入　　選

特 別 賞（対象は30歳未満の方）

又賀義信
大澤寅三　沖舘　宏
尾内幸枝　土田　勇
中野芳之　馬場　歩
宮田哲夫

入　　選 相澤克美　小西直昭

浅野優香　増田朋美

野本義治
入　　選 内田雄一　小山惠美子

須藤康男　富沢　宏
野口　進　橋本武男
水上貴夫

入　　選 佐藤　萌　髙附愛子

議 長 賞 議 長 賞
埼玉の「四季」 自由（フリーテーマ）
「大満足な笑顔」
滝瀬初男

●お知らせ
来年度も、8月から
11月までフォトコ
ンテストの作品を
募集する予定です。
県議会だよりの表
紙などを飾る四季
折々の作品をお待
ちしています。

● スマートフォンア
プリのAR機能（1
面参照）を使って
入賞作品をご覧に
なれます。

● 入賞作品はホー
ムページでご覧
になれます。

令和4年度からの県政運営の基礎
となる「埼玉県5か年計画」は、令
和3年9月定例会で知事から議案と
して提出されました。

18人の委員で構成される「5か年
計画特別委員会」は、閉会中も含め
て12月定例会まで慎重に審査を重ね
てきました。

委員会では、県民の要望をより的

撮影場所：北本市　高尾 撮影場所：彩湖堤防

テーマBテーマA 埼玉の「四季」
ベストショット賞「夏空の中、綾瀬川でカヌー」

矢次瑞也

埼玉の「感動」
ベストショット賞「おっとっと」

浜田愛美

テーマBテーマA

●�鉄道事業者と連携した鉄道の安
心・安全の確保

● 児童虐待防止におけるヤングケア
ラー支援の推進� など

●帰宅困難者対策の実施
●不適正な盛土の防止対策の実施
●観光施策の推進体制の充実・強化
●遊休農地の発生防止・解消・活用

追加した主な取り組み 主な附帯決議

確に反映した計画とするため、主な取り組みや指標の追加を含む37カ所の修正
を行い、附帯決議として18の取り組みについて計画と合わせて推進することを
求めました。また、計画書作成に当たっての意見を12件決定しました。

委員会審査を経た修正後の「埼玉県5か年計画」は全会一致で可決されまし
た。

5か年計画特別委員会
「埼玉県5か年計画」を修正のうえ可決しました

撮
影
場
所:

草
加
市 

綾
瀬
川

撮
影
場
所:

毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜
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「夕陽にスケボー」
高橋範人

企画財政委員会 「知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例の一
部を改正する条例」などについて審査

総務県民生活委員会 「工事請負契約の締結について（社会資本整備総合交付金（河
川）工事（庄兵衛堀川・導排水路工））」などについて審査

環境農林委員会 「令和3年度埼玉県一般会計補正予算（第12号）」などに
ついて審査

福祉保健医療委員会 「令和3年度埼玉県一般会計補正予算（第13号）」などに
ついて審査

産業労働企業委員会 「令和3年度埼玉県工業用水道事業会計補正予算（第1
号）」などについて審査

県土都市整備委員会 「埼玉県手数料条例及び埼玉県証紙条例の一部を改正す
る条例」などについて審査

文教委員会 「指定管理者の指定について（埼玉県立名栗げんきプラ
ザ）」などについて審査

警察危機管理防災委員会「埼玉県公安委員会等が行う事務に関する手数料条例及び
埼玉県証紙条例の一部を改正する条例」などについて審査

自然再生・循環社会
対策特別委員会

自然環境の保全・再生と資源循環社会づくりについて
審査

地方創生・行財政改革
特別委員会 情報技術の活用・DXの推進について審査

公社事業対策
特別委員会

埼玉高速鉄道（株）、（公財）埼玉県産業文化センター、（公財）
埼玉県産業振興公社における改革の取り組みについて審査

少子・高齢福祉社会
対策特別委員会 高齢者への支援について審査

経済・雇用対策
特別委員会 雇用対策と働き方改革の推進について審査

危機管理・大規模災害
対策特別委員会 災害に強い県土づくりについて審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会 スポーツの振興について審査

新型コロナウイルス
感染症対策特別委員会 第6波への備えについて審査
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